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地域高齢者の楽しいひと時、地域高齢者の楽しいひと時、��木夫妻が自宅を開放！高齢者サロン「さくら館」のオープン！（1月15日・弥生木夫妻が自宅を開放！高齢者サロン「さくら館」のオープン！（1月15日・弥生））

ホームページアドレスホームページアドレス　http://www.town.tobetsu.hokkaido.jp/http://www.town.tobetsu.hokkaido.jp/
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　所得税などの申告期限が間近になると、税務署は大変混雑し長時間お待ちいただく場合が
ありますので、申告書の提出は早めに済ませましょう。申告書は税務署へ郵送でも提出でき
ますが、必ず返信用封筒に切手を貼って同封してください。
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　税務署では、申告書などの正しい書き方を指導する「自
書作成コーナー」を設置し、記載方法のアドバイスを行っ
ています。できるだけご自分でお書きになって提出する
ことにご協力をお願いします。

�送付された申告書･納付書を使用してください。
�複写式の申告書は、ボールペンで強くはっきりと書き、
切り離さずに提出してください。
�書き損じの申告書は捨てずに、書き直した申告書に添
付してください。
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2月2日（水）～3月15日（火）
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3月31日（月）まで

��������	
�������������

��������	
���������

�������

�����������

����������	����
�������

��������	
��。混雑が予想されます
ので、お早めにお越しください。
（通常の土・日曜・祝日はお休みです。）
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9時～１１時３０分・１３時～１６時３０分

役場

大会議室

錦町・美里・上当別16 水

川下右岸・川下左岸・対雁17 木

蕨岱・東蕨岱・東裏18 金

金沢・樺戸町21 月

弁華別・茂平沢・青山・中小屋22 火

みどり野・若葉23 水

緑町24 木

東町25 金

六軒町28 月
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１３時～１６時３０分9時～１１時３０分

西当別
コミセン

大会議室

太美中央太美寿・当別太
ビトエ・高岡 1  火

太美北・獅子内太美南 2  水

太美スターライト
太美東・太美西スウェーデンヒルズ 3  木

役場

大会議室

幸町・旭町・弥生・万代町・白樺町 4  金

北栄町 7  月

西町 8  火

末広・元町 9  水

春日町10 木

栄町・下川町11 金

予備日
14 月

15 火
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役場税務課税務係
原動機付自転車
（１２５�以下）
小型特殊自動車

札幌地区軽自動車協会
　札幌市北区新川5条20丁目
　�011－768－3955

軽4輪・バイク
（126�～250�）

札幌地区自家用自動車協会
　札幌市東区北30条東1丁目
　�011－721－8201

バイク（251�以上）

北海道運輸局札幌運輸支局
　札幌市東区北28条東1丁目
　�011－731－7165

大型トラクター

　軽自動車税は、4月1日現在の所有者に課税されます。使用
していない軽自動車を所有の方は、3月31日までに廃車手続き
を済ませてください。
　なお、軽自動車税は「月割課税」ではありません。手続き
を忘れると１年分の税金を納めなければなりませんので、ご注
意ください。　
▼��　税務課税務係（�23－2332）
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「所得税の確定申告書作成コーナー」や
「譲渡所得の内訳書（土地・建物用）作
　成コーナー」を設けています。
　是非ご利用ください。
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��　２月10日（木）
　　　１０時～１２時、１３時～１６時
��　役場第二庁舎（役場西隣）
��　札幌北税務署（�０１１－７０７－５１１１）
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税務相談室札幌北分室
　　　（�011－707－9111）
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病
気
や
失
業
な
ど
の
事
情
で
納
期
内
に

納
め
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
特
別
の
事
情
が

あ
る
方
は
、
分
納
の
方
法
が
あ
り
ま
す
の

で
、
決
し
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
か
な
い

で
、
納
税
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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一
人
ひ
と
り
が
納
税
者
と
し
て
の
義
務

を
認
識
し
、
自
主
的
に
税
の
納
付
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
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今
後
は
こ
れ
ら
の
対
策
を
更
に
強
化

し
、�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
も

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
滞
納
額
の
縮
減
と
納
税

の
公
平
を
確
保
す
る
た
め
に
、
滞
納
者
に

対
し
て
は
、
滞
納
処
分
と
し
て
、
土
地
・

家
屋
・
所
得
税
還
付
金
の
差
し
押
さ
え
、

国
民
健
康
保
険
証
の
使
用
等
の
制
限
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
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町
税
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
ま
ち

づ
く
り
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
あ

り
、
滞
納
額
の
増
加
は
円
滑
な
財
政
運

営
に
大
き
な
支
障
と
な
り
ま
す
。

　

納
税
者
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

�

　

こ
の
数
字
が
な
ん
だ
か
お
分
か
り
で

し
ょ
う
か
。

　

平
成　

年
に
当
別
町
で
、
町
税
・
国
保

１６

税
を
滞
納
し
て
い
る
件
数
と
そ
の
金
額
で

す
。
経
済
不
況
が
続
く
中
、
税
金
を
納
期

内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
な
ど
が
増

加
傾
向
に
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

　

町
税
は
、
皆
さ
ん
の
所
得
や
資
産
の
状

況
を
元
に
算
出
し
、
公
平
な
負
担
を
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
た
方

と
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
と
の
不
公
平
を

な
く
し
、
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
未

納
解
消
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。�
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（敬省略）

　

昨
年　

月
の
改
選
で
9
名
の
委

１２

員
が
入
れ
替
わ
り
、
気
持
ち
も
新

た
に
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

現
在
、　

名
の
民
生
児
童
委
員

５２

が
各
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。　

　

福
祉
関
係
を
扱
う
こ
と
が
多
い

の
で
地
域
に
目
を
向
け
た
活
動
を

行
う
た
め
に
、
行
事
な
ど
に
も
参

加
し
て
皆
さ
ん
に
顔
を
知
っ
て
も

ら
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
信

頼
さ
れ
て
相
談
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
高
齢
者
福
祉
や
児
童
福
祉

な
ど
４
つ
の
部
会
、
東
西
南
北
に

分
け
た
地
区
会
、
女
性
委
員
会
な

ど
３
つ
の
委
員
会
を
組
織
し
て
、

き
め
細
か
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。　

　

昨
年
は
、
各
地
域
の
学
校
前
で

委
員
が
挨
拶
運
動
を
行
い
、
子
供

た
ち
と
元
気
な
挨
拶
を
交
わ
し
た

り
、
以
前
に
道
外
研
修
を
し
た
大

阪
府
の
忠
岡
町
民
生
児
童
委
員
会

の
皆
さ
ん
が
来
町
し
、
情
報
交
換

な
ど
研
修
を
重
ね
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
医
療
大
学
の
先
生
に
講
演
し

て
い
た
だ
い
た
り
と
、
委
員
の
資

質
向
上
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

子
供
が
健
や
か
に
、
お
年
寄
り

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
願

い
、
私
た
ち
の
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
困
っ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
、
地
域
の
民
生
児
童
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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昨
年　

月
に
「
行
財
政
シ
ス
テ
ム
再

１２

構
築
プ
ラ
ン
（
素
案
）」
を
町
民
の
皆

さ
ん
に
お
配
り
し
、
内
容
に
つ
い
て
の

意
見
を
募
集
（
１
月　

日
ま
で
）
し
た

１４

と
こ
ろ
、　

個
人
・
団
体
か
ら
、　

件

16

66

の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

今
月
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見

の
主
な
も
の
を
掲
載
し
、
町
の
考
え
方

は
、
今
後
の
町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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以
前
か
ら
見
る
と
農
家
戸
数
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
。
農
業
委
員
の
定
数
を
半

分
程
度
に
減
ら
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
。

　

各
種
の
経
費
を
削
減
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
議
員
定
数
や
報
酬
を
削
減
す
る
の
が

先
決
で
は
な
い
か
。
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施
設
使
用
を
何
で
も
減
免
と
い
う
の

は
、
再
考
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
町
は

ハ
ー
ド
を
提
供
し
、
使
用
者
が
使
用
料
を

負
担
す
る
の
が
本
来
の
姿
と
思
う
。

　

素
案
全
般
に
、
抽
象
的
な
内
容
が
多
く

感
じ
、
は
っ
き
り
と
し
た
目
標
が
見
え
て

こ
な
い
。
今
後
、
具
体
的
な
数
値
目
標
が

盛
り
込
ま
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
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地
方
交
付
税
が
減
少
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
札
幌
市
・
江
別
市
・
石
狩
市
な
ど
の

近
隣
の
都
市
と
合
併
し
た
方
が
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

地
域
経
済
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
町
が

委
託
発
注
す
る
業
務
を
地
元
企
業
が
受
注

で
き
る
よ
う
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

今
後
の
行
政
は
、
地
元
企
業
の
育
成
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
業
務
を
行
う
べ
き
。
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建
替
え
に
当
た
っ
て
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
民
間
で
建
設
し
、
町
が
賃
借

す
る
方
式
と
し
て
は
ど
う
か
。
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行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
と
し
て
、
老

人
医
療
費
給
付
事
業
の
廃
止
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
交
通
費
助
成
の
廃

止
等
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
同
意
し
か
ね

る
。
関
係
者
の
意
見
も
よ
く
聞
い
て
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
。
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企
画
部
行
財
政
改
革
担
当

（�
2
3
―
2
3
9
3
）

　尾崎紅葉の小説「今色夜叉」の一節で貫一
が好きだったお宮に「今日は１月１７日、来年の
今月今夜、十年後の今夜この月がもし曇って
いたら、僕の涙で曇ったと思ってくれ」と云う
名文句はその後、映画や芝居で一世を風靡し
た名作である。
　然し平成の時代になってこんなことを知る
人は少なくなったが、今日「１月１７日」は阪神
淡路の震災から１０年目だがほとんどの国民が
覚えているようだ。
　忘れられない大災害の起きた日だった。
　特に最近は台風や地震による大災害が続い
てよけいに記憶がよみがえっている。
　昨年当別も台風１８号で農業被害は大きかっ
たが人命にかかわるような被害はなかった。
当別にも何千年に一度の確率の活断層はある
と云われているが、この町で心配なのは何と
云っても水害である。
　今年の夏６月に石狩川水防演習を当別川の
河川敷で行うことになった。
　毎年開発局が主催で5,000人程度の人が集
る大演習であるが、予測を越える災害が起き
る時代なので、当別町で実施が決まった機会
に、町民参加で災害時の地域連携を訓練して
もらいたいと思う。
　有難いことに３０haもの演習跡地を当別町で
活用させていただける予定なので、今後多目
的のすばらしい広場にしたいと思う。
　明治時代の「失恋と復讐の小説」の中の１月
１７日は人々の記憶からどんどん消えて行く。
かわりに平成の１月１７日が人々に与えた衝撃
の地獄のような「悲劇と博愛の現実」は簡単
に消えそうもない。１０年前の今日「命拾いを
した」と電話で震えていた叔母が今朝「近所
の人に支えられてまだ生きているよ」と云っ
ていた。本当に頼れるのは隣近所だと云って
いるように感じた。
　水防演習と跡地の広場で人と人の信頼が強
まれば災が福になるだろう。
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　新成人の門出を祝う「当別町成人式」が総合体育館で行われ、男性136人、
女性１４６人が大人の仲間入りをしました。式には１８５人が出席し、泉�町長
が「当別にとって大切な財産である皆さんは、ご自分の夢を持ってこの町
を変えていく努力をしてください」と激励しました。また、参加者を代表
して、大津勇気くん（美里）と嘉山友子さん（春日町）が「困難な事に遭
遇しても、多くの友人たちと支え合い私たち自身の可能性を広げていきた
い」と決意を述べました。

　式の後には、新成人の実行委員が中心になり立食
パーティーやアトラクションが行われ、久しぶりに
会う友人と写真を撮るなど賑やかな時間を過ごし
ていました。
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　　　　(1月15日）
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���
　　　　(1月9日）

　�木 馥美 ・典子さん（弥生）ご夫妻が自宅を開放し行っ
か よ し

ている高齢者サロン「さくら館」の今年第１回目の会が開
かれました。この会は、地域の高齢者に楽しい時間を過
ごしてもらおうと、月２回ボランティアが手作りした昼
食を囲み、和やかに行われています。
　今回、�木さんが建設していた高齢者向け賃貸マン
ションの完成お披露目と合わせて行われ、泉�町長や福
祉関係者、サロンに集まるお年寄りなど１００人程が参加し
て、「さくら館」を支えるボランティアの手料理でお祝い
しました。
　�木さんは、「高齢化に向かって、自分たちが出来るこ
とをこのさくら館で行っていきたい」と話していました。
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　町子ども会育成連合会が主催する「新春カルタ大会」
が総合体育館で行われ、約200人の小中学生が参加しま
した。小学生の部には２３チーム、中学生の部に１７チー
ムが参加、緊張感が漂う中、「ハイ！」「取った！」と
気合の入った声が響き、札を取るたびに応援の父母か
らも歓声が沸きました。　
　決勝まで５試合が行われ小学生の部は、スターライ
トＡ子ども会、中学生の部は栄町子ども会が優勝しま
した。

��������	
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　　(1月１6日）

　当別消防署と消防団は、「出初式」を行い、
職員や団員約１６０人が参加しました。
　各分団ごとに隊列を成し、総合体育館前を行
進した後、館内で式が行われ、消防管理者の泉
�町長は「あらゆる災害から住民の生命と財産
を守るために一丸となって対処していく所存」
と述べ、団員らは新たに気持ちを引き締めてい
ました。
　また、永年消防業務に従事された７２人に勤続
功労などの表彰が行われました。

　中国の有名な現代文学作家
である 莫言 さんが、町内若葉に

ばくげん

ある「�����生還記念碑」を
りゅうれんじん

訪れました。中国の旅行雑誌
取材団と道内の取材中に本町
に訪れたもので、泉�町長や同
碑を守る会（三上勝夫会長）な
どが出迎えました。
　同碑は、終戦を知らず山中で
13年間の逃亡生活の末、町内の山中で保護され
た中国出身の劉さんを偲び建立されたもので、
碑を囲んで三上会長や救助に当たった木屋路喜
一郎さんが、当時の様子を説明し、莫さんは、同
郷である劉さんの厳しかった逃亡生活に思いを
馳せていました。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�（

1
月
2
日
）

��������	
����
　　　　　(１月7日）

　町民からの要望があり町がＪＲ北海道に申し入れ
をして実現した、ＪＲ石狩太美駅のホームの段差解
消と上屋の設置工事が、昨年12月28日に完了しまし
た。以前までの車両とホームとの段差が完全に解消
され、乗客も安全に乗り降りすることができるよう
になりました。
　また、ルーフデッキと外壁も設置されて、列車を
待っている時に雨や雪を防ぐことができるようにな
りました。
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　　　（12月28日）
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　「中国の文化を知り、同時に日本文化を見直す」ことを目標に、北
海道医療大学で学んでいる留学生の����������さんと

りゅう えん か

���
じゅ

����
でん

���さんを招待
か

して国際交流学習を行いました。
　生徒たちは、携帯電話・若者文化・食文化・学校生活・スポーツ・
年中行事のテーマに分かれ代表者が音楽や映像を使ったクイズで盛
り上げたり、パソコンを使って説明するなど中国と日本の文化を比
較しながら発表しました。劉さんと鞠さんからは「 沙包 」という中国

シャーバオ

の遊びの紹介や中国文化について教えてもらいました。
　また、集会後は給食を一緒に食べるなど、和やかな雰囲気の中、温
かい交流が持たれました。

� ��������������������������������������������������
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　本校は伝統文化に親しみながら豊
かな心を育てるために書道教育に力
を入れ、希望者を募って各種コン
クールに参加しています。昨年は、
「全道書道コンクール・学校の部」で
４年連続１５回目の団体優勝、また、
「全国学生書道展覧会・学校の部」で
は１０年連続団体優勝するなど輝かし
い成績を残すとともに、両コンクー
ルとも多くの個人賞を受賞しました。
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　本校では、毎年冬季間に野鳥観察活動を行い、毎日順
番を決めて2つの餌台に餌を置いています。餌は、給食
で残ったパンやご飯を使ったり、昨年の台風で収穫で
きなかったトウモロコシを、近所の農家から譲り受け、
干して細かく砕いたものを利用しています。
　餌台には、毎日のようにスズメ、シジュウカラ、ヒヨ
ドリ、シメやアカゲラなど多くの野鳥がやって来て、子
供たちを楽しませています。
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　１１月１日は、子供たちが楽しみにしていた料理教
室。春から北海道農政事務所の協力で、田植えか
ら、稲刈り、はさかけ、脱穀、精米も自分たちの手
で行ったお米を使いカラーライス作りに挑戦。地
域のＪＡ女性部の皆さんとお母さん方に教わりな
がら３種類のカレーを作りました。エプロン姿が
とてもかわいい１年生も一生懸命作り、どの子もお
腹いっぱい食べました。

������

��������	
������������������		

����



生 涯 学 習 だ よ り

���������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				



















������������������������������������������������	
��

　12月3日、西当別小学校で、6年生の家庭科の時間
に給食センターの学校栄養職員が、食べ物について
の授業を行いました。食べ物が体の中に入ってか
らどのように消化・吸収されるのか、食品が体内で
の働きによって3つのグループに分かれることなど
を説明しました。
　また、1日に食べる野菜の量を実際の野菜を使い
手作りの天秤に子供たちの予測した量と比較しな
がら、どの位必要かを見てもらいました。
　この日の献立にはオリゴ糖たっぷりの当別産の
ヤーコンを使ったきんぴらも登場しました。

　町教育委員会主催の「ジュニアスキー教室」
が１月８日～１１日の４日間、石狩平原スキー場
で開催されました。
　当別スキー連盟指導員の指導で、参加した町
内の小学校３年生５０人はスキーの基礎基本を学
びました。
　参加者は「上手に滑れるようになってスキー
が楽しくなった」とスキー技術の進歩にとても
満足した様子でした。

　１０カ月児健診の乳幼児に絵本に親しんでもらう「ブック
スタート事業」のひとつとして、当別こども図書館代表の
堀江さんを中心としたグループが１１月１６日に公民館、絵本
交流会（高島代表）の会員が１２月８日に西当別コミセンで
絵本の読み聞かせや親子遊びを実施し、２０組４３人の親子が
参加しました。赤ちゃんの言葉と心を育むには、温かなぬ
くもりの中でやさしく語りかける時間が大切などの話が
あり、参加者は、絵本の楽しさや読み聞かせの大切さを改
めて認識していました。
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僕カルシウム
の カ ル ち ゃ
ん！子供たち
に大人気！
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　町職員の給与は、国の人事院勧告に準じており、最終的に
町議会の議決で条例が定められ給与が決定します。
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44議会
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35350総務
△21315税務
△21618農水

66商工
2525土木

15453民生
1212衛生

0183183小計
△62733教育����
△11213水道
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77下水道
77その他

△12627小計
△7���243���

���������	
���������

����������	
�����

��������

　国家公務員の給与と民間給与と
の均衡を図るために人事院が毎年
夏に内閣と国会に給与改定の勧告
として提出。　　
　民間企業の給与実態を調査、分
析、比較などして行われる。

������������
2.10月0.70月1.40月�����
2.30月0.70月1.60月����
4.40月1.40月3.00月�

※国家公務員と同様の加算措置あり。

　そのほか諸手当として、扶養手当、通勤手当、
時間外手当・休日勤務手当、住居手当、特殊勤務
手当、寒冷地手当、管理職手当、　管理職員特別
勤務手当があり必要に応じて支給されます。

※企業会計の人数は含まれていません。
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  6月期　1.6月分
12月期　1.7月分
 　計　　3.3月分
※加算措置あり。

850,000円���
700,000円���
610,000円���
310,000円���
260,000円���

248,000円�����
�������

240,000円�����

���������	
���������������

���������	
�	�������	�����

������������	
������

�����������	�
��������������

���������	
���

���������	
��

�����������������������

��������	����������

�������
��������	

�����
������

������������������
632万円13億9,040万1千円３億3,145万2千円１億5,879万円９億１５万９千円220人
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　町職員の給与は平成11年から平成15年まで5年連続減少し、
それに伴って人件費総額も減少しています。更に平成16年度
は国の人事院勧告によらない町独自の期末勤勉手当削減をし
て人件費の抑制を図っています。

�������������������
236人243人252人255人���
△7△9△3△2���
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　20.5％21億2,700万円103億3,200万円14年度
　20.2％20億600万円99億3,300万円15年度
20.6％19億8,000万円96億3,200万円16年度

���������	
����������

　人件費には、特別職（町長・助役・教育
長）、職員の給与や町議会議員、各種委員
に支給される報酬のほかに、共済費（民間
企業の社会保険料の使用者負担分に相当）
などを含んでいます。※平成16年度は、予算の数値

　平成16年4月1日現在の職員数は236
人です。今後も行財政再構築プランの
素案に記載されているとおり、新たな
定員管理適正化計画を策定し行政組織
の見直しなどを行い、少人数でも効率的な行政運営が
できる体制作りを進めていきます。
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※平成９年度～１５年度まで実施の定員適正化計画の
　目標は２６０人。
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　町では、次の検診を実施しま

す。　事前に電話か窓口で申し込

みの上、受診してください。

��������	
����

�����：バスで検診センター

まで送迎します。

������ゆとろ（西町）

�����3月2日（水）・4日（金）

�����　7時20分～8時

���������	
���

������3月31日（木）まで

�����　8時30分～11時、13

時～14時（胃がん検診は、午前中

のみ）

����　北海道対がん協会札幌

検診センター（札幌市東区北２６条

東１４丁目）

��������	　表のとおり

�������　福祉課保健サー

ビス係（「ゆとろ」内・�２３－２３４６）
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����

�� ��

���������������

700円1,400円35歳～胃がん検診
無料無料15～39歳結核検診（レントゲン）
200円400円40歳～肺がん検診（レントゲン）
350円700円必要者　　〃　　（喀たん検査）
300円600円40歳～大腸がん検診
800円1,600円30歳～子宮がん検診（頸部）
350円700円必要者�       〃         （体部）
450円900円30歳～乳がん検診（視触診）
400円800円40歳～（2年に1回）　〃 (マンモグラフィー )
200円400円30～59歳骨粗しょう症検診

※婦人科超音波検査を希望の方は、ご相談ください。
※生活保護を受けている方は無料。
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　離婚などで、父親と生計を同じ

くしていない児童を養育している

母子家庭などの方。支給期間は児

童が18歳に達した年の年度末ま

で。（心身障がい児は20歳未満。）

　ただし、家庭状況により請求で

きない場合もあります。

��������	
��　　　

　20歳未満の重度か中度の心身障

がい児を養育している方。

　ただし、児童福祉施設などに入

所している場合など、支給されな

い場合もあります。

※両手当ともに、一定以上の所得

のある方（同居している親族等を

含む）は手当の全部、または一部

が支給停止になる場合がありま

す。

▼��　福祉課福

祉係 (「ゆとろ」内・

�２３－３０１９)
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　次の内容に該当する方は、高額

療養費の払戻しを受けることがで

きます。

����当別町重度心身障害者医

療費かひとり親家庭等医療費受給

者証を持ち、医療費の１割自己負

担のある（受給者証に障課、老課、

親課のいずれかが記入されてい

る）方のうち、��������
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����平成16年10月1日の当別

町重度心身障害者及びひとり親家

庭等医療費制度の改正により、同

月診療分から自己負担金（1カ月：

入院40,200円、外来12,000円）を超

えた分を、高額療養費として本人

へ払戻しを行っています。

　ただし、��������	
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��������	
高額療養費

の合算対象とします。

▼�������福祉課福祉係

（「ゆとろ」内� 23－3019）
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　結核予防法が一部改正になり、４月からBCG予防接種の対象が生後6
カ月未満までの乳児となります。ツベルクリン反応検査・BCG予防接種
がまだお済みでない４歳未満のお子さんは次の日程で接種しましょう。
　予約の必要はありません
が、母子手帳を持参し、直接
会場にお越しください。
▼���　福祉課保健サービ
ス係（「ゆとろ」内・�23－
2346）
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1割負担2割負担����
������

8,000円12,000円40,200円�����
���������

15,000円24,600円40,200円
72,300円＋（実際の医療費
－361,500円）×１％
（多数該当の場合は40,200円）

����
������

�所得段階の詳しい内容はお問合せください。
�低所得Ⅰ・Ⅱに該当の方が入院する場合は、食事の減額認定証が必要です。

　平成14年10月の医療制度改革で

老人保健の対象年齢が70歳から75

歳に引き上げられたことにより、

���������	
����

���������	�
����

��������	
����

��������されます。老人

保健と同じ自己負担分で受診する

ことができます。

　国民健康保険では、受給者証を

初めて受け取る方には役場の窓口

で交付し、すでにお持ちの方に

は、毎年８月に新しい受給者証を

郵送で交付します。

▼��　住民生活課国保年金係

（�23－2467）
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��������	
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�� ����

▼���

　１８歳以上の子がいない昭和14年

7月31日以前生まれの70歳未満で

次の世帯に該当する方。

　ただし、所得制限があるほか、

受給対象者が健康保険に未加入の

場合や生活保護を受けている場合

は対象になりません。

▼����

①6カ月以上一人暮らしをしてい

る老人単身世帯

②配偶者が60歳以上の老人夫婦世

帯

③老人と児童（18歳未満）の世帯

（子の特例要件を満たす場合は

１８歳以上でも可。）

��������要件内容は福祉

係に問い合せください。

▼����

　老人保健法による一部負担金を

除く医療費を助成。

▼������　福祉課福祉係

（「ゆとろ」内・�23－3019）

��������	

　2月9日（水）・23日（水）
　1階国保年金係へお気軽に
　お越しください。
��������	


��　札幌北社会保険事務所
��　2月18日（金）
　　　10時～15時
��　商工会館（錦町）

　国民年金は、日本に住む２０歳以

上６０歳未満の全ての方が加入する

制度です。国民年金の加入者は、

３つの「種別」に分かれており、

転職・退職・結婚などにより加入

の種別が変わる場合には、その都

度手続きが必要です。

　将来、安心した老後を迎えられ

るように、また、万が一の事故や

病気に備え毎月きちんと国民年金

保険料を納めましょう。

�����������

本人が役場国保年金係で手続き
が必要です。

自営業者、学生などとそ
の配偶者
（第２号・第３号被保険
者に該当しない方）

�������

会社に就職（第２号被保険者に
該当）した場合は会社が手続き
をします。年金手帳を会社に提
出してください。

会社員や公務員など（厚
生年金、共済組合等に加
入している方）

�������

該当者はまず配偶者（第２号被
保険者）の会社へ届け出をし、会
社を経由して届書を社会保険事
務所へ提出します。

第２号被保険者に扶養
されている配偶者�������

※手続きには、年金手帳（基礎年金番号通知書）を持参してください。

�����������
��������	
�����

�� ��
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　パワーテントは、町内の団体な

どが開催する各種行事に無償で貸

出しをし、多数の方々に活用され

てきましたが、テントの老朽化・

汚損などから今年度をもって貸出

し事業を廃止することとしまし

た。

　長年、活用いただきましてあり

がとうございました。

▼���　企画課企画振興係（�

23－3042）

��������	
��
�����

�� ������

　これまで東京法務局のみで取り

扱っていた������事務のう

ち証明書の交付請求が�����

��でも可能になりました。

　なお、支局・出張所では取り

扱っていませんのでご注意くださ

い。

▼���　札幌法務局民事行政部

戸籍課（札幌市北区北８条西２丁目

「札幌第１合同庁舎」内・�０１１－

７０９－２３１１　内線２１６７）

��������	

��������	
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�� ����

②太美出張所（太美郵便局内）

「ゆとろ」では受付けをしません

のでご注意ください。

�������昨年までの農協組

勘と口座振替による支払いは廃止

しました。保険料は、窓口受付時

に現金でお支払い願います。

����3月の回覧板でお知らせ

します。住民生活課住民生活係

（�23－3209)

��������	
��
��������	
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������町民または町内に通

勤・通学している方。　　

��������	年額ひとり1口

360円。(2口まで)

��������	
��

　自動車・オートバイ・自転車な

どに乗っていての事故、歩行中の

車両との事故のとき。

��������	
�������

��������	～100万円

����治療期間に応じ、5千円

から12万円までの8段階に区分

������4月1日から（1年間）

������3月1日（火）から

���������	
�　

①住民生活課住民生活係（役場）

　友人や職場の同僚、家族間での

人間関係、学校に行けない、引き

こもりなどで悩んでいる方のご相

談に応じます。

▼���3月8日（火）13時30分

▼���江別保健所　（江別市錦

町4番地1）

▼���萌クリニック（札幌市白

石区本郷通１３丁目南４－２７）

臨床心理士　門脇いづみ

▼���無料

▼���3名

▼����電話による事前予約が

必要です。定員に満たない場合は

当日も受付けますので、電話で問

い合わせください。（当日受付時

間9時～１２時）

▼����江別保健所（�011－

383－2111）

�����
��������

�� ��

　どなたでも簡単に引くことが出
来、年齢を問わず、古くから愛用
されている大正琴を始めません
か。 キタラコンサートホールで
演奏会も予定しています。
▼���　第１・第３金曜
（時間は会場により異なります）
▼����　白樺コミセン・世紀
会館・栄町会館・茂平沢会館
▼��　森田（�22－3453）

�����

���������

�10時～１1時30分
����������

�12時30分～１3時30分
���������	����

�14時～１６時

����������

�11時～１3時

�１６歳から６９歳までの健康な方。
�６５歳以上の方は、献血を経験
(60～６４歳）している方。
��������

�������

��������

　第14回ＹＯＳＡＫＯＩソーラン
祭りを目指し、新規会員を募集し
ています。
　今年で結成5年目を向かえ、よ
りパワーアップすべく、皆さまの
参加をお待ちしています。年齢、
性別は問いません。やる気と元気
のある方であれば大歓迎！
▼���　小川（�26－3998）ま
た は、佐 々 木（�090－1642－
0578）へ。
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▼���　西当別中学校

▼����　1名

▼����　4月1日～平成18年3

月31日

▼����　原則として月～金曜

の7時50分～14時45分の内、週29

時間以内。

▼����　学校事務補助

▼��　月額126,200円

▼����　履歴書・本人の住民

票

▼����　2月２４日（木）

▼�����　町教委管理課学校

教育係（�23－2689）

▼�����准看護師以上の免許

をお持ちの方。

▼�����当別町デイサービス

センター（「ゆとろ」内・西町）

▼����　4月１日～平成１８年３

月３１日

▼����　雇用期間により、健

康保険などに加入します。

▼�������月～金曜の８時４５

分～１７時１５分

▼����　看護業務

▼�����履歴書、本人の住民

票、資格証明書の写し

▼�����２月２５日（金）

▼������町社会福祉協議会

（「ゆとろ」内・�22－2301）
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　町では、17年度採用の臨時職員

の登録を受け付けます。

▼��

◎一般事務

◎保育士・雑役婦（夫）

▼����　一般事務職は満60歳

未満（４月１日現在）

▼����　４月１日から町が指定

する期間

▼����　雇用期間により、健

康保険などに加入します。

▼����

◎一般事務　5,900円～

◎保育士　6,100円～

◎雑役婦（夫）　5,800円～

（その他規定により、別途支給。）

▼����　「臨時職員登録カー

ド」(総務課に備付け)に、写真(縦

５�、横４�）・住民票を添付し、

総務課人事係に提出してくださ

い。

▼������　４月１日採用分に

ついては、2月2日から28日まで。

（その他は、年度

内で随時受け付け

ます。）

▼��　総務課人

事係(�23－2330）

��������	
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▼�����　放課後に共働きな

どで保護者が家庭で不在となる児

童（原則として小学校１～３年生）

▼�������

①青少年センター (錦町)　75名

②子どもハウス(緑町)　　 25名

③青少年会館(太美町)　　 50名

（定員を超える場合は、選考基準

により入所決定します。）

▼�����4月1日～平成18年3

月31日。詳しくは「入所申込用紙」

をご覧ください。

▼���無料。ただし、父母会費

（活動費とおやつ代）として月額

3,000円、スポーツ安全保険加入料

として年額500円が必要です。

▼����

「入所申込用紙」は、ゆとろ・太

美出張所・各プレイハウスで2月7

日（月）から配布します。申込用

紙に必要事項を記入し、雇用証明

書とともに「ゆとろ」か、「太美出

張所」に提出してください。

▼�����2月25日（金）

▼���福祉部子育て担当（「ゆと

ろ」内・�23－3024）

　町では、安心して子供を生み育て、町民全てが心身ともに健やかな生
活を送るために、2つの計画づくりに各委員会が取り組んでいます。委
員会は公開していますので傍聴することができます。

��������	
���

��������	
�������
▼��　2月21日（月）18時～（2時間程度）
▼��　ゆとろ（西町）
▼��　計画書全体の確認
▼��　福祉課保健サービス係
           （�23－２３４６）

��������	
���������
▼��　2月23日（水）19時～（2時間程度）
▼��　ゆとろ（西町）
▼���行動計画案の検討
▼��　福祉部子育て担当
           （�23－3024）
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�路面の雪や氷が解けているようで
も、部分的に凍っていることがあ
ります。
������������	


�ゆるいことの油断が、スリップに
つながります。
���������	

�ブラックアイスバーンで凍ってい
るかどうか見分けにくく、大変危
険です。
���������	
���

�道路の雪や氷の表面が、車の熱で
解けてツルツルになっています。
周辺の状況をよく見て、充分手前
から減速体勢で接近しましょう。
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　今年のカレ
ンダー約2,000
本が展示され
た、「あ え ～
る」のカレン
ダーリサイク
ル市。
プ レ シ ャ ス

ネットが開催したもので、オリジナルあふれる
ユニークなものや景色や絵画などが印刷された
素敵なカレンダーが人気を呼んでいました。　
　残ったカレンダーは、当別高校の国際協力ク
ラブを通じ海外で有効に活用されます。
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　札 幌 北
法人会当
別支部（宮
永雅己支
部 長）か
ら、交 通

安全旗390枚が寄贈されました。
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　第19回全道リコーダーコンテスト（1月１２日、札幌サンプラザホール）に出
場した、弁華別中学校音楽部（部長望月千尋さ

ん3年生・8名）は、金賞を受賞
し、東京都で開催される第26回全日本大会に北海道代表として推薦されまし
た。重奏の部「コンツェルト」、合奏の部では６種類のリコーダーで「空想の
花束」を演奏し、審査員、
観客を魅了しました。
　現在は、3月27日（日）
の大会に向けて更に磨き
を掛けるため、練習に励
んでいます。　
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　第１回アトミックカップFISアルペンスキーチル
ドレン大会の北海道予選会（12月26日、朝里川温泉
スキー場）に出場した蝦名 陸 君（西当小6年生）は、

りく

男子5・6年生の部で見事第1位となり、長野県で行わ
れる国内決勝トライアルの出場を決めました。　　
蝦名君は小学校2年生からスポーツ少年団のＫＩＤ
スキーレーシングチームに入り、スキーの技術向上
に励んでいて「全国で自分の力を試してみたい」と
2月26日（土）の大会に向けて日々練習を重ねてい
ます。
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　対雁町内会は、地域生活環境の整備など地域
コミュニティ活動を推進しています。
　今回、町を通じて宝くじの受託事業収入を財
源に助成を行っている（財）自治総合センターの
「一般コミュニティ助成事業」を活用し、防犯灯
33灯を購入しました。

　移動採血車による献血活動に長く協力している団体として、㈲下段モー
タース（樺戸町）が16年度の献血功労表彰を受賞しました。

　今回は、活動年数15年以上の団体に贈られる
「銀色有功章」の受賞で、表彰楯を12月17日に北
海道赤十字血液センターの塚田好晃業務課長から
下段寿之代表取締役へ渡されました。下段さんは
「一事業所として協力できる限り、今後も取り組
んでいきたい」と話していました。
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���3月3日

　　　13時～16時
�����　事前に福祉課福祉
係（�２３－３０１９）へ。
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���2月10日、2月24日
　　　13時～16時
�����　町社会福祉協議会
（�２２－２３０１）へ。
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13：00～
　　15：00

�����日 火
��日 月
��日 火

���月�日火���

妊婦同士の交流を中心に元気に妊娠、出
産期を過ごしましょう。
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受付13：00～
　　　14：00

���日 月
���月�日月該当の日程を対象者へ通知します。

お子さんの成長を確認し、子育てや離乳
食など、日ごろの悩みを解消しましょう。
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受付13：00～
　　　14：00

��日 金������������	
�

13：00～
13：30

���日 火
���月�日火

���

���
4歳未満。　
ツ反判定が陰性のお子さんにBCGを接種
します。（予約不要）
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��日 木
�月��日木

���

���
�������

9：30～
14：00

����日月 

���

１歳から就学前までの幼児。
虫歯のチェックと、フッ素の塗布。��������	


9：30～
　　12：00

�����日 火
����日 火
����日 火
���月�日火

寝たきりを予防するために転ばない体づ
くり・健康管理について学び、転倒予防を
地域へ広める方を養成する講座。
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7：30～
　　9：30

�����日 木
�����日 金

基本健康診査、胃・肺・大腸がん検診、
歯科検診と、対象者は肝炎ウイルス検診
が受診できます

�����

10：00～
　15：00

���月�日木巡回ドックの検診結果をもとに、医師・保
健師・栄養士の相談を実施します。�������

受付7：20～
　　　8：00

���月�日水�
���月�日金�

バスで札幌の検診センターへ行き、胃・
肺・大腸・子宮・乳のがん検診を受診。������

9：30～
　　11：30

��日 水保健師や栄養士が健康についての相談に
応じます。����

9：30～
　　11：30

���日 金 健康運動指導士が個別の運動方法をアド
バイスします。��������	
�

毎週月・金曜必要な方はゆとろの運動器具を使った運
動実践ができます�������

10：30～
　　14：30

��日 水
���月�日水�

脳卒中、神経難病などにより、体や言葉
に不自由さがある方。������

10：30～
　　14：30

��日 水脳卒中など同じ病気を持つ仲間と交流や
親睦をはかりたい方。�������

10：00～
　　12：00

��日 木外に出る機会の少ない高齢の方。���

10：30～
　　14：30

���日 火 ���外に出る機会の少ない高齢の方。�������

18：30～
　　20：30

���日 月
��日 月

���

お酒で悩んでいる方とその家族。
（断酒会の申込み・詳細）
日中は江別保健所�011－383－2111
夜間は工藤�22－2510
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DPT（ジフテリア・百日せき・破傷風）

�生後３カ月～90カ月未満

DT（ジフテリア・破傷風

 �11歳・１２歳

麻しん�生後12カ月～90カ月未満

風しん�生後12カ月～90カ月未満

■印の機関は事前に予約してから予防

接種を受けてください。
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お
子
さ
ん
が
「
熱
を
出
し
て
、
下
痢
を

し
て
い
る
」「
咳
が
止
ま
ら
な
く
て
心
配
」

な
ど
、
子
育
て
中
の
方
な
ら
一
度
は
経

験
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
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た
と
え
お
子
さ
ん

が
熱
を
出
し
た
り
、

咳
や
鼻
水
が
出
て
い

た
と
し
て
も
、
機
嫌

が
よ
く
、
水
分
や
食

事
が
摂
れ
て
い
れ
ば
、
緊
急
性
は
低
く
、

夜
間
診
療
し
て
い
る
医
療
機
関
も
少
な

い
た
め
、
明
る
い
日
中
に
、
専
門
医
に
か

か
っ
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　

ま
た
、
も
し
も
の
時
の
た
め
に
、
専
門

の
か
か
り
つ
け
の
病
院
を
持
つ
こ
と
も

大
切
で
す
。
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お
子
さ
ん
が
夜
間
、
急
な
病
気
や
事

故
で
具
合
が
悪
い
と
き
、
家
庭
で
ど
の

よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
、
す
ぐ
に

医
療
機
関
に
か
か
る
必
要
が
あ
る
の
か

な
ど
、
家
族
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い

こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　

道
で
は
、
そ
の
よ
う
な
時
に
電
話
で

看
護
師
や
小
児
科
医
が
助
言
・
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
「
小
児
救
急
電
話
相
談
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
は
、
緊
急
性
の
あ
る
お
子

さ
ん
の
た
め
の
電
話
で
す
の
で
、
育
児

相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
育
児
相
談

は
保
健
サ
ー
ビ
ス
係
で
行
っ
て
い
ま
す

の
で
お
気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

明
ら
か
に
重
大
な
症
状
（
呼
吸
や
心
臓

が
止
ま
っ
て
い
る
、
事
故
で
大
け
が
を

し
て
い
る
）
は
、
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。
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����　月～金曜の１９時～２３時
（祝日、年末年始を除く）
����　
プッシュ回線の場合　＃８０００
ダイヤル回線、携帯、ＰＨＳの場合
　　　　　　�０１１－２３２－1599
���������	
����

　受診可能な医療機関を知りたい場
合に利用ください。
������0120－20－8699
携帯、ＰＨＳの場合
　　　　　�011－221－8699
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広
報
「
と
う
べ
つ
」
2
月
号　

平
成　

年
2
月
1
日
発
行　

通
巻　

号　

編
集　

企
画
部
秘
書
課

17

617
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　「この間もふくろうが見たくて三笠市に出かけま
した。初めての場所でしたが運良くすぐに出会え
ました。やっぱりふくろうは何回見ても�����
�����ですね」と笑顔がこぼれる大津さん。
　昔から野鳥観察が好きで、今でも自宅で小鳥と
一緒に生活する大津さんが中心となって、３年前
に『ふくろうの会』が発足しました。「開基１３０年
を迎えふくろうが町の鳥として決定されたこと、
当時の交番所長の藤原さんが熱心にふくろうを撮
影していたこと、本通振興会が平成１４年に開催し
たふくろう展が大変好評だったことがきっかけで
機運が高まり『ふくろうの会』を結成しました」
と振り返ります。
　当初１２０人だった会員は、現在２００人を越え町外
からの会員もたくさんいます。今では、会員同志
の交流も深まりたくさんのふくろう情報が入るよ
うになり、当別のふくろうの会が町内外に浸透し
てきています。
　年２回の探鳥会と福（ふく）にちなみ２月９日をふ
くろうの日と定めて開催する「ふくろう展」が会
の大きな活動になります。「探鳥会は5月と9月に
行い、ふくろうに出会えた時はみんな感激し、写

真を撮ったり、時間を忘れてじっと眺めたりと夢
中になります。ふくろう展は、写真展やコレク
ションの展示、1,000点以上のグッズ販売など楽し
みにしている方が大勢いるので工夫を凝らし、
ずっと続けていきたいです。また、収益金の一部
でふくろうの巣箱製作、設置も行っています。こ
れからもふくろうを守っていきたいですね」と保
護活動も欠かせません。
　昨年は、ふくろうが生息している道民の森に向
かう道道当別浜益港線の愛称を「ふくろう街道」
にする取り組みも行いました。短期間に会員や町
民など1,700を越える署名を集めて町や北海道に
要望をし、『ふくろう街道』の愛称が決定するなど
ふくろうを通じてまちづくりにも大きく貢献して
います。「現在、沿道の地域住民の方々に協力を
もらって看板の設置や花壇整備などの準備を進め
ています。一目で『ふくろう街道』と分かるよう
に早くしたいですね」と抱負を語る大津さんのふ
くろうへの思いはますます膨らむことでしょう。
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　　�　��　２月９日（水）～１３日（日）　�
　　�　��　10時～17時　最終日は15時　�
����������	
�����������
����������	
������������

�　イベントのご案内　�
　�ふくろう木彫り実演会　９日(水)、11日(金)、１３時
　�ダンボールでふくろうを作ろう（先着10名）
　　１２日(土)、１０時　参加無料
　�カラー染めタマゴに絵を描こう（先着10名）　
　　１３日(日）、１２時３０分　参加無料
　�ふくろうの会　あったかコンサート「春よ来い！」
　　１３日(日)、１７時（開場１６時３０分） 入場料　1,000円
���　「あえ～る」�25－5116・商工会�23－2447


